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Ａ．研究目的 
近年、治療技術の進歩により、多くの

難病が日常生活の中でコントロール

可能な慢性疾患となり、治療と就業の

両立が可能となってきている。一方で、

難病患者が就労を継続するためには、

一定の就業上の配慮が必要となる。そ

のため、難病患者が、治療と就業の両

立が課題となっている。メンタルヘル

ス不調者、肝炎患者、がん患者などへ

の就労継続支援への社会的な関心が

高まり、患者が治療と就業を両立しや

すい環境が醸成されてきている。難病

患者の場合は、症状が徐々に進行し、

治癒の見込みがないこと、診断名への

社会的に認知が進んでいないこと、な

どから、治療と就業を両立する上で、

難病患者特有の課題がある可能性が

ある。そこで、本研究では、難病患者

が就労を継続する上で、障害となる要

因を検討するために、難病患者に対し

てインタビューを行った。 

 

Ｂ．研究方法 
某難病患者団体某支部に所属する

就労経験のある患者13名を対象とし

た。インタビューは、グループインタ

ビューとして実施した。インタビュー

は半構造化して実施した。難病患者が

就労を継続する上での課題として、①

就労上困ったこと、②労働条件や勤務

時間に関する配慮や調整、③就労の継

続を断念せざるを得なかった理由、④

職場の人権対策や職場風土、⑤就労系

福祉サービス機関の活用、⑥産業保健

スタッフとの関わり、⑦職場内外の疾

患・健康管理のための配慮、⑧患者が

就労を継続することの意義、⑨職場内

での差別、について質問・聴取した。

インタビュー内容は全てテープレコ
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ーダーでスクリプトに起こした後、会

話の内容別に分析した。 
 （倫理面への配慮） 
 本調査は北里大学医学部倫理委員会
の承認を得て実施した。 

 
 Ｃ．研究結果 
インタビューの結果、1)会社・職場

への病名の申告、2)自分の病状につい

ての説明・言語化能力、3)病状、4)発

病のタイミング、5)上司の理解、6)同

僚の理解、7)職場の風土、8)就業上の

配慮、9)主治医の患者の就労への関心、

10)産業保健職の意識、の項目を抽出

した。1)については、インタビュー対

象者全員が就労継続に関連すると回

答した。また、今回の対象者全員が、

現在は、病名を会社に申告して就労し

ていた。就職活動の際に、病名を申告

したことで、採用が見送られた事例を、

5名が経験していた。過去に勤務して

いた職場で、病名を開示せずに就労し

たことで、職場で就業上の配慮を受け

ることが出来ず、体調が不安定化し、

退職した事例を4名が経験していた。 

 
 Ｄ．考察 
   「会社・職場への病名の申告」が、
難病患者の就労の継続に、影響する要

因であることが示唆された。他の疾患

に関する先行研究では、社会的な関心

の高まりと共に、病名の申告をしやす

い環境が醸成されてきている。難病に

ついても、難病法が成立、施行される

など社会的な関心が高まりつつあり、

就労についても、先行研究と同様に社

会的な認知が進むだろう。ただ、現状

では、病名の申告をせずに就労を継続

している労働者がいると考えられる

ため、産業保健職による労働者の面談

において、職場に潜在化している難病

患者を同定し、本人が働きやすい環境

を醸成するために必要な支援を行う

必要がある。 

 また、難病患者、中途障害者が働き

やすい職場風土を醸成するためには、

一緒に働く労働者の意識が重要なこ

とから、今後は、難病患者・中途障害

者の就労に関する一般労働者の意識

についての調査が不可欠であろう。 

 
Ｅ．結論 
 「会社・職場への病名の申告」が、

難病患者の就労の継続に、影響する要

因であることが示唆された。難病患者

が病名を申告しやすい職場風土の醸

成が必要である。 

 
Ｆ．健康危険情報 

  該当せず。 
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